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8：.文献

へ  1. 農業部門物価指数測定の意義

私は，これまで，経済発展理論の研究の一環として，農業部門の家計主体行動の理論図式を設定 

してそのパラメターを実測ずる作業を続けて来た。この試みが，経済発展理論研究の学説史の系靜 

の上でどのような位置を占めているかは，拙 稿 〔1 〕に詳しく述べたことがあるので，ここでは説 

明を省略するン

拙 稿 〔1 〕，〔2 〕，〔3 〕等で従来私が展開して測定してきた，農業部門の家計主体行動のモデル 

:は，農業生産を最初から価値ターム（nominal value te r m )で測るように設定してあった。.つまり,. 

従来の私のモデルには，生産物価格は組み込んでなくて，価値ターム（金額表示)で測づた農業生產 

物合計額について: ^ 義した農業也産函数を設定してあった。また，モデルは支出決定のメ力ニズム 

を効用函数に負うて居る。効用西数は所得と余暇の選好函数として定義して来たのだが, やはり， 

所得は実質ダームではなくて金額タームで組み込んであった。 ■

煨業生産を伽値タ一ムで測ってしまって，モデルの中に農産物伽格指数の概念を含めないという，

丨没)i*:から導びかれる均衡条件ゆ， 伽値限界作.産 力 （marginal yalue D rod u ct)と'名 目 貨 金 (nominal, 

w a g e )との均衡を示していた。突際このように農業生産物価格を変数として含まない，伽値タニ人

で展丨招したモデルによっても，それなりに伽•値阪界也產力を宠義し， これを訐测することができる。
. . '

拙 稿 〔2 〕，〔3 〕では，このようにして，価値タームのモデルで農業労働力の価値限邡生産力を測!
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定して，それが，観察され急初任給名目賃金に近い大きさであり, かつ昭和 3 5 年を境にわが国に 

おこった賛金上昇率の急激な変化とょく対応していることを確認で名。

一方，所得一余暇選奸函数の中に金額表示の所得を用いたことは自家生産物消費おょび購入消赀 

の集計量である家計消費に対応する価格指数の概念をあV、まいなものにし弋いた。正確には自家消 

費のデフレーターは上に述べた農産物価格指数であって，購入消費のデフレータ一たる消費財物価 

指数とは別のものとしてモデルに組み入れるべきである。よく行なわれているように，あり卷わせ 

の生計費指数を消費デフ レ 一 タ ー として使うのは，理論的には容認できることではない。

これまで'に繰り返して述べて来たように，私が行な.って来た農業部門の家計主体行勤め図式に関 

する分析は，近代部門と在来部門の二つの部門概念を用いて経済発展の過程を説明しょうとする， 

いわゆるデュアリズムの経済発展理論の枠組の部分品としての役害!!をになっている。 しだがって，' 
私のモデルに関する限り，本来， 在来邵門と近代部門の間の相対価格(terms of tra如)を内生的に 

包括アきるょうな用意をほどこ1しておく必要がある。 云い換えれば,在来部門を売り手とし近代 

部門を買い手とする市場で形成される在来部門生産物価格（農産物価格)と，逆に近代部門を売り手

とし在来部門を買い手とする市場で形成される投入資本財価格おょび購入消費財価格のそれぞれ
■ ■ ■ ■ ■ . • ' • . . .... ■ ■

が，経済発展の進行に伴って個々の行動也体におょぼす効果を測定することができるょうに，•モデ 

ルを設定しておくことが望ましい^ 望ましし、のであるが，実際には，これまでのモデルにはそのよ 

うな用意咚ほどこしてなかったP 農産物と投入資本財は価値タ一ムで极かってあった。勿論，旧本 

の櫸業について農業生産額や農業投入資本額のデフレ一タ一として用いられる指数系列が皆無だっ 

たわけではない。既に計算されたデフレ一ターがないわけではないのにそれを使わないのは何故で 

あるかという批判を幾度か頂いナこ。けれども，改めて云うまでもないことだが，デフレ一ターとい
. . ’ ノ . - - V

うものは，本来，一つ一つのモデ/Vごとに，そのモデルが説明しようとしている世界に固有のもの. . . . . .  < ■, ,
として，定義し鎿出すべきものである. 生許費搶数または消費者物価指数ひ•とつを例にとっても， 

当該のモデルが想定している世界に存在する消費財の種類と，それらのウヱイトに応じて指数計筇 

のカバレッデが一義的に決まる„ また，モデルがどのような効用函数の形を仮矩するかに応じて指:

数算式も一義的に決まるのである。 私がこれまで扱かって来たのは， 日本の「農家経済調查報.

■--------------- —~ ~ -~~̂ — - — :------- — s
注（1 ) 新古典派の成長理論の世界では, 限界生産力命題（限界生産-力と貨金率の均衡〉を価値ダ一ムで定義する立 

，場と，突物 : （または実® ) タームで矩義.する立場とがある，前者の例としてソロウ〔5 〕.を，後名-の例としてチ 

ャン〔6 〕等をあげるととができる。 ソロウは〔5 〕の中—で， ’
••••■-Money wage rate ecjual to, oi1 at leaat governed by the value pf the marginal product of labor—

と考えているのに対して,チャンは爽質锊金率が释的限界生鹿力に均衡する囪式を扱かっている。 .
一方は名目賃金率と細値限界生産力の均衡を仮矩し，他方は夾質貨金率と物的（または货资）_ 界生産力の均 

衡を仮矩するこの二つの相異なる理論設定丨象対応して採用さ “ る多くの代替的（ajternative) な理論仮 

説のうちの二つにすぎないとい5 べきである„ 伝統的には，ネオクラシカルの世界では, 一般物伽措数，生;#奴 

措数，投入資本財仙i格指数等の概念O 瑢入を前提として，その正確な測宠と集則の為の問題が議論されて來たこ.
とは周知の通りである， ' …

. . . . . . . ：
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苦j によって把捉された農家家計行動の世界であった。それ故，農家経済調奄によらて把えられる

農家の農業生產品目の構成ウェイトに対応する農産物価格を正しく測定する必要があ,る。私の従来

のモデルでは，農業生産函数はニ般的なダグラス型の生産函数で特定化してあったから，ダグラス 
. . . ‘ ... .

型の集計生産函数に対応す：5 指数算式を採用する必要があった。同様に，消費財物価も，各消費項

百ウェイトに応じたカバレッデの下で，仮定される効用函数の形状に対応する算式で計算しなけれ

ばならない。こういう注文逋りの農産物細格指数や生計費指数が今までにあったかというと，モの

ようなあつらえむきのものはなかったのである。まして，既存の農産物卸売物価指数で代用して実

質化してはどうかというような，私に寄せら•れた示唆を採用することは，廸論的な説得力を全く放

糜することを意味していたのである^ 同じことは，投人資本財鈿格についでも萁える。これらを正

当な邢論的裏付けを持った指数算式で，モデルとデ-ターの両方に対応させて定義し計算すること

が；この稿で行なおうとしている作業である。この稿では，これらのう芦，購入消費財価格と農産

物価格の試算結果を報告する。その他の各毺投入資本財価格の試算は稿を改めて報告する予定で'あ

■る。， : ^
■ . . .  . い  

2 . 理論図式の性格と価格変数の導入

こ’こで , 従来展開してきた農業部門の家計主体行動のキデルの中に,上の節で述べた価格変数を 

沿: き入れるという操作を具体的に示しておこう。.導き入れる伽格変数は生産物価格指数と購入消費 

則物価指数, および各撺の投入資本財価格指数である。各種投入資本財価格指数の試算はまだ完了 

していない。今の段階では，投入資本財用役をどの程度の集計（aggregation) の次元で測定するか 

を決宠できないから, モデルの構想を読者に示す場合に，「資本財用役の投入全体」あるいはそれ 

に対応する「投入資本財用役の価格J というような極端に集計された概念を使っておくより仕方が

この栩のモデルを設宠するためには，価格変数問題の他にもまだ解決しなけばならない問題は 

幾つか残っているe これから示すモデルの性格をはっきりさせるためには,これらの主な問題点をこ 

ついて，あらかじめ解説を加えておく方がよいと思う。

主たる問題点の第一は主体問題である。私達が経済発展の理論図式の中で在来部門と#えている 

部分の分働供給行動あるいは消费，貯蓄行動の主体を， r家計/とみなすかそれとも家則を構成し 

ている「個人」とみなすかの違いは, 実は，家計の核以外の構成員（卵核）の行動方程式を誘導す 

るがそれとも家計核も含めて家計構成員一人一人の行動方程式を誘導するかの蜇大な遠I 、を従来意 

味していた。ダグラス一有沢の経験法則から出発している伝統的な労働供給琎論は，家評を主体と 

みなしていて，家計核の労働供給行動を与件として非核の労働供給行動を説明している,。 けれど

• —— 122 (888)   
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も，家計を構成する個人を主体と考えて，個人の効角函数を設定し，必惡に応じて,正当なァグリ 

ゲーシ 3 ンの操作をへて家計の効用函数を佴定するというアブロウチもまた理論的には可能である。

もしそれを正しく行なうならば，そしてそのような個別主伴の次元のモデルに対応+ る観察デ一タ 

一があるならば，家訐核も含めて家計を.構成する各個人の勞慟供給方程式を導びぐことができる。

下のモデルをみれば明らかなはずであるが，ここでは個人め次元で設定した効用函数;が一定の条件 

の下で家計の効用函数にア、グリシートできるという事態を想定しておくことにする。，

問題点の第2 は，賃金格差問題である。もし，モデルの生産函数6 中に在来部門が在来部門内部 

から雇用する労働力 (農業雇用労働）と自家の労働力とを別々杧置くならば，両者の眼界生産力は一 

般には等しぐはなくて，賃金格差現象下の二つの相異なる賃金_ とそれそ•れ均衡することになるで 

あろう。同様に，同一家計に属する男子と女子のように，特性の異なる労働力同士についても相興 

なる限界生産力が成立し得る。新古典派の伝統的な集計手続きを踏めば，これらは二つの労働力の 

概念に集計して一括して取り扱かうこともで衾ないことはないが，そうしてしまうことによって，

実は，モデルは賃金格差を説豳する能力を放棄するわけであるから，必らずしも望ましいことでは 

.ない。この問題も稿を改めて論ずる積.りであるが, 今の所は下に示すモデルでは，農家が農業部丨叫. 

内部から農_ 労働力を雇い入れるという事態は捨象しておくこととする。また, 同一家計に属する ’

男子労働力と女子労働力といった，特.性を異にする労働力は,先に述べた個別効用函数を仮定する 

モデルの状況をぺダゴジ力ルに示すために，一応形式上別々に組み込んでおくこととする。

第 3 の主たる問題点は，資本財用役の投入量の集計と測度の問題である。前述の通り，実際に資 

本財用役投入とそれに対応する価格指数の測定がどの’ような集計の次元で成功するがに応じてモデ 

ルを設定することになるから，それまでは，モ r ルの表現に際しては，とりあえず抽象概念として 

総資本財用役投入 ( K ) とその価格 (PA) を置くこととする。これらの点は最後には同時にキデル 

の中で解決を与えなければならないととではあるが，少なくとも農産物伽格と購入消費財価格の概, |  

念を祺子込むという一事に関する限り，切り離して考えて差し'9 かえない。 >

以上に整理したような_ 格を持ったものとして，二つの価格変数概念を組み込んだ理論図式を改丨 

ためて書けば，それ は 〔モデル一 I 〕のように表わすことができる◊ ただし，ここでは家計が第1 丨 

種の特性を持った個人または個人の集合（たとえぱ揭子または與子グル- プ）と. 第 2 の 特 性 を 持 っ だ .謹 

それ. （たとえば女子または女子グループ）とで構成されているという単純化をしておく。 こ の 単 純 化 I 

をゆるめて， n 人の異なる特性を持った個人が家計を構成する場合を図式化することは簡単なこと！ 

であろう。 . ..  !

以ドの讓論"t?用いる記号を〔記号一覧表〕のように定める。
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自家農業生産量 

第 i種 個 人 （グループ）

第 1種 個 人 （グループ）

第 1種 個 人 (グループ)

第 2 種 個 人 （グループ）

第 2 勒 個 人 （グループ）

第 2種 個 人 （グループ）

自家農業所得額 

農外.所得額.

総資本投入還：

購入消費量 

自家消費量.

舲莕額 

総家計人員 

農産物価格 

投入資本財価格 

購入消费財価格

第 1 _ 個 人 （グループ）の賛金率 

第 2 種個 人 （グループ)の貨金率 

効用指標

ラグランジ未定係数…

の自家農業就業時間 

の農外労勘就業時間 

の 総 労 働 時 間 < 

の自凌農業就業時間 

め農外労働就業時間 

の総労働時間

1 ) 〜（I .  9 ) の方程式系であらわすととができる。 

Q i i^ Q A C L ^ .i ,  L j .2, k )

L“.i
L“ .2 —
E,j=PQA-PiK

U = U ( U J ,U 2) = U ( L # i. 1> W 2iC ,A )

U j  ^ U ]  (X > u-u G i n ,  A / n )
Ug^UaCL .̂g, b 4j.u C ln ,A ln)
E rf+E ^P .C +P A +S  •

9 ) 式 に ( I . 1 ) , ( I .  4 ) ,  ( I .  5 ) 式を代入し

て盤埋すれば（I . 1 0 ) 〜（I . 1 3 ) の 4 本の方程式にまとめることができる。

( I . 10) h ^ h ^ + L ^  '
C I > 1 1 ) L̂ J.2 = 1»4<2 *f" L j.2 - 、 . . .

( 1‘ 12) PQaO^m, L w  K) — P tK  +  W ,■山,,,+W,.2I切 - PcC— P A - S = 0

( 1 . 13) U-UCL,,.,, L eJ.2, C. A  : n)

この4 本の方程式であらわしたモデルにつぃて，効用極大化の操作をほどこせば,家計主体行動 

の行励方程式率が誘導できる。効用極大化の手続きは,ラグランジ未定係数んんんを用いて函 

数 か を （I . 1 4 ) のように定義すれば，D の極値解を求める手続きに婦着する。

( 1 . 1 4 ) ぬ=1)-ん[レ扣一L_.|— Ly”] — ん. — L,.2 —  ty.2]

r ^ t P Q x ( W H L rf.2, K ) - P i K + W <. ,  L t ., L #l2 - P eC - P A - S ]

. . — 124(890) —~ ■

モデルの基本的な構造は次のように（I .

CModel I 〕

(I. 1) 自家農業生産函数 . . .
(I. 2) 第 1 種 個 人 （グループ）の労働時間

(I ‘ 3) 第 2 種 個 人 （グループ）の.労働時間

(I. 4) 自家農業所得

(I. 5) 農外所得

(I. 6) 家計の効用函数

(I. 7) 第 1種 個 人 （グループ）の効用函数

(I. 8) 第 2 種 個 人 （グループ）の効用函数

(I- 9) 収支均等式

I . 1) 〜 （I. 9 ) のモデルは， （I.

農村物価指数の測定 

記号一覧表 *

K
 
C
A
S
n
p
n
^
w
w
u

A 村物価指数め測定

( I . 1 4 ) 式 の L, .山 . ; , U m ,  U .2, h d . 2 t  h e d . 2 f  C, A , K およびん；12，ムに関する偏微係数を0 な 

らしめる操作は（I . I 5) 〜（I .  2 6 ) の I 2 本の式であらわすことができる。

( I，15) ~ ^ ~ = X 「 X H

ぐ1. l6) ん—んP̂ T 0 ■

( I 17) — ~ —  =  --- ん= 0
(し U }  d h e d . x d h t ^  メ リ • 、 ，

( I . 18) - ^ - = ；2- ；3W,.2=0  

- ⑴ 19> ~ £ 7十 び 是 =0 : . 、

(し20) ，是 是 - ぃ0
( L  21) 0 C  '  dC +  んP’ O

⑴ 2 2 ) 脊 一 I F 屮砧=0

(i. 23) - f _ = - A 3[ p - f - ~ P * ] = 0

' ( I .  24) ， ~ =  L«d-i- L ,.ir  1讣〗= 0
■ .  .

(I. 25) ~ ^ ~ = L 心 - L..e- 1 ^ = 0

(I, 26) P Q aCL,.,, U,. K ) - P tK + W « . 1L i.1+ W , . 2L,.2- P eC - P A - S = 0

' この最適解の方程式系と元の構造方程式とを連立させると，（I .  2 7 )〜（I .  4 4 ) の I8 本の方程 

式を得る。これは，Qa, L e.i» Li.i, .Lfed-if L«.2, Lrf.2, L«d.2» Ej, E g, K, C, A, S，U ,ん，ん Aj の..17 ケ 

の内生変数と，乳 德 ， の 6 ケの外生変数とを含む構造方程式である。但 し ( I .  30), 

( I  . 3 1 ) , ( I .  33), ( I  . 3 4 ) の 4 本 と （I .  3 6 ) 式とをくらべてみると（I .  36) は余分であ 

ることがわかるから，（I .  3 0 ) , ( し 3 1 ) , ( I .  33), ( I .  34), ( I .  3 6 ) の 5 本のうちどれか 

1 本は除くことができて，結局内生変数の数に等しい数の方程式ホ速立することになる。 

仏 27) い ^ T :

( 1 . 28) A2= - ~ ^ -  _

(I. 29) A3- — | ^ - / P e - •

( 1 ‘ 3。) W•.ル 」(是 7 ) / ( 對  

( I * 3 1 ) w - / p r r ^ ) / ( l r )

( I，32) W 4. , = P - | ^ -  * 、

< r * 33) w パ1 b S r )/固

に 34) W， H -患 7)/(朝
一̂ ™ 12 5 {891) ~ ^

■咖 ン i t ,「 • ,ハ1« パ•■_- ノ イつ く' ^ ■ '」广 , ぐへ■ { . * /  t i  . a  n ■ •  ノ < i - r J レ: ■ゾくv 二M ^ Vi  i . : ト’ンゾ11 : ノ.ソめ，パVゾ我ぐ :
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( I .  35) W ,.2 =  P - | ^

(I* 36) • ■ 細 .
( I .  37) PA =  P - | | -
( I  ‘ 38) ^Lj^ +  Lj.j 
( I • 39) L«rf-2 =  +  hj-2
( I .  40) E .^ W .^L ^.+W ,^  L4.2 .
( I .  4 1 ) E ^ P Q ^ -P tK  ,
( I .  42) Q ^ Q ^ L ,., ,  L,.2, K) '
( 1 . 43) U =  U(Ltlj.j, h f i . n  C, A; n )

( I .  44) E .+ E .- P ^ + P A + S
通常はんメゎム， U はリカ一シブ• ブロックとして极かうことができるから（I .  2 7 ) ,

( I . 如) ， ( I .  29), ( I .  4 3 ) の 4 本を除外して，残った1 3本の構造方程式を推計することにな

る。実際に生産函数と効用函数を特定化して,’ このモデルの誘導型を導びぐ手続き:は複雑ではある

が可能なことである。誘導型の右辺には当然P, P c, P „  W e.„ We.2 等の価格变数が登場する。

. 3. - 計問題と価格指数算式

. . . : ， . . へ … . . . へ .

前節のモデルに導入したP, P。は実際にゆ多くの生産品目，および消費費目の個別価.格の集計'

显である。この集計® は，どの集計段階においても常に収支均等条件を満たしていなければならず, 

同時にたとえば（I ‘ 36) 式にみられるような限界代替率と価格比率の均等の条件を満たしていな 

け.れはならなV、。このような性質を持った一段階の集計(two stage maximization) が許される必要 

.充分条件は，一般にHomogeneous Functional S ep arab ilityの定理によって与えもれている。

_ 今，一般的な問題として次のようなニ段階の集計問題を考えよう。効用函数U は，集計以前には

( 3 . 1 ) 式のようにあらわされる。 .

1 ) TJ— . . •Xr l .,.Xr„r . ..Xmi ..

すなわち効用ひは，第 1 グループから第m グループまでのm種類の財のグループのそれぞれに 

厲するル種類の財，つまり合計ではw X ル猶類の財の函数として定義され弋いるとする。 今個 

々の財au (集計されていない財）の函数として定義した効用函数（3 . 1 ) 式について.最適化を仮定 

することができる時， （イ）集計された財であらわした^ ;用函数（3. 2) 式についても同様の最適 

化が行なわれており，かつ， （ロ）収支均等式（3. 3) が自動的に満たされるような集評盪ルま 

たはA すなわち (3. 4 ) 式 ま た は は 5 ) 式が存在するための必要充分条件は何であろうか。

(3 .. 2) U ~F({H i...xr..'.^m)

(3. 3) E , .= P r^r

(3. 4) Xr =  gr(Xrl...Xrk-^rnr)
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(3. 5)

Homogeneous functional separabilityの定理によれば，必要充分条件は次のようになる。

定 理 ： （ィ），（ロ）の条件を満足する集計量（3, 4 ) を得るための必要充分条件は, 量指数ル , 

すなわち（3. 4 ) 式が，集計耍素 ‘ の一次同次函数になっていることである。

この定理の証明は（注 2 ) のように耍約できる。 ン

>；£ ( 2 ) ニ段階極大化 (two stage maximization)がコ.ンシステントであるということは, . 第 j 豳陴の極大化では 

ZJ P,a；r = E  

の条件下で：

を極大化すると

1 / 1  一  P I P  •
dxa I  dxr ~ F >I F r  

となり，第.ニ段階の極大化では
ttr ,

.^J+Pr*
k = l . ■

の条件下で . " ：

X r = H C r \ .X n — X r k - X , n ^  -

を極大化すると

恥  I dXr _ v lp ' ,
d X n i  dxrk ~ Prj/Pri

が成立して居り,その時

- ^ ― / _ _ ^ L _ = p  ,/p 
如“ /  dxrk

が成立ずることを意味している。この条件が満たされることを以下のように証明する。 ,
T — S の時..

. 見 . 复 ) " 見 . - ^  = 复 / A  - P  /P  
■ dx“  I  dx,k \ U , dxs( ) f  V dxt dxtl )  dxai / dx»k -  4,/ 4t

r + s の時 ■ .

9x,i I dXrk \ dx, dx,i } !  \ dXr dxrk ノ .4 知“ ノ/ \ dXrk }

従 っ て が 証 明 セ き れ は •よい。nr * * '
2 P 作れ*= E r に 関 し て ル を 極 大 化 す れ ば =A Pr t であるから

' — A 2  Pf* iCrfe "A  E p ~ A Pr
A =1 k~\

， は一次同次の函数であるからオイラーの定理によって；cr =  ylPr ：5 r からス = + ,  — スp r4==_ | r ^

. を へ て p r(翁 1̂  . ■

また，（P ) については，全ての a n を c e 倍すればE r = p r a v は>  倍となる。Prjtが全て一矩に保たれて 

いる時にはトは不変であるから，この時E r が 《倍となる為には办が沈倍に，ならねばならないこと（心が 

一次同次でなければならないこと）がわかる。従ってルが一次同次であることが（ロ）の必要条件であるこ， 

とが理解されよう. •

ルの一次同次性が（ロ）の充分条件であることは，P r ^ E r / X r どおいて, P , が Prl- P ,,flfだけの函数であ 

ることを乐せばよい# P rJtのセツトが所与の時E r を a 倍すると， は一次同次だから, 交出城張線（exjian: 
eion p a th )は腐点を通る直線となる。故 に xnも a v も n：倍となるのであるからPr は変らない4かくし 

. て，办の一次同次性は（叶の充分条件でもあるごとが ! ? かる,

. '— 1 2 7 (5 5 5 )—  '

忍むく:•す於‘ ぬム>、ぬ•二分ニぶべ、■ベ iU j |

WMWwwiMnfflmttlHftwmWBgwawgWaBBBWajWiaaaSMSBaiaiBBBaiBawasisawswwgawJI
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効用函数がたとえばダグラス型で特定化される時には，それに対応する価格指数はやはりダグラ 

ス型で宠義されることを上の定理によって示すことがセきる。今，効用函数を ’

(3. 6) U = n  n  aW1* '
; . . '  - , '  ■ • ノ

のようにダグラス準函数で特定化すると（3. 6) は （3. 7 ) のように書き直せる6

(3. 7) U う (K  V 哪 つ 产  .

あらたに6r* を次のように定義する。

(3. 8) brk= a Tkf ^ a rk

、あきらかに 4 ^ 6 ^ - 1 でibるから (3. 7 ) 式 の （ ）の中は，定理によって. .
(3. 9) Xr — n  Xrkbri

. . i = 1 . .  ■ • . ： "

と書くことができる。このようなダグラス型函数に関するニ段階極大化問題ではこれに対応する価 

格指数は次のようにして導びかれる。 ，

効用を集計前の財〜の函数として書けば次めようになるとする。 .

( 3 . 1 0 )  u = n  バル广* ’

この式は次のように書き直すことができる.

( 3 . i d  u = n ( n  Xrr ^ ay art

前 と 同 様 に ^ b rk =  l の記号を用いて札を書きあらわ兮ば，上の定理によって 

( 3 . 1 2 )  X r ~  n  xrlfbrk

である。また第r グループへの総支出E r のうちで第r k 財 a u に支出する割合はbrkであるか

ち..... . ：

<3. 13) 趣 ， 聽 ) '  であるから

(3. 14)知 臉 疒  ,
このようにして，ダグラス型で特定化した効用函数に対応する集計価格指数は交出割合をウェイト 

とするダグラス型算式（デイヴィジア•インデクス算式）になることがわ宏U 。

とれまでに概要を尔した集fl‘問題は，一*般的には，効用函数と全くアナ口_ガスに坐産函数の集IH‘ 

についてもあてはまる。また，効用函数または生產函数の特定化に一籤的丨こ対応する価格指数が導 

びかれる-ことは，集計間鹿を離れ.ても.v indirect u tility  fu n c tio nの概念を用いて示すことができ
. . . . . . . - . . .  ' ， . ，' . ； 匕： . .
注（3 ) ディヴイジア•インデクス（Divisia In d & にづいては[7], [ 8 ] を参照のこと。
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る。けれども，ここでは，それを示すことは他の機会 にゆずって翁略する。代表的な計算結來だけ 

を示すと， ' ■ ■

( i )  U = J ]丨ぬの効用函数のデュアルとしてや= / ^ 广が導ぴかれる。 ，

w . 、丄 ，. . .  . V . . . 1 . . . . . V . , ....
(ii) U  =  " の効用函数のデュアルとして

が導びかれる。 , .

しこではタ'クプス型箅式またはデ イ ヴ イ ジ ア * イ ンデク ス 箅式は，充の効用函数または生細 数  

かタクフス型である場合にけ;真め価格指数に—致し，それ以外の場合にはーつの近似にす ぎ な いこ 

とを強調して, . 先へ進むことにする。

4 . 物価指数測库の方針と実測作業0 際の困雛

. .

' • ■ , ■'  . :

第 i 節，遠 2 節の説明で,農家家計主体のモデルに対芯する農産物伽格指数および購入消费物伽

指敖の性質が明らかH ったと思う。またデイヴイジア.イソデク ス 算式が持っている理論的な意 ' 

味は第3 節で明らかになったと思う。

第 2 節に示したモデルは，当面, 農林省「農家経済調査」1の観察から得られるデータ-を用いて 

計測することにしているので, 同じ統計から個別品回の価格とそのウェ彳トが得られれば，前節ま 

でに検r l した論理に従って伽格指数を算出すればよい。直接には，第 3 節で導いたデイヴイジ-/ .

インデクス算式で個別品g 価格からいきなり農産物物価指数なり購入消費財物価指数かりを算丨|jす 

れぱよい。けれども，調逾廪票 (中間集計® 票) を使用するという特別に恵まれた場合をも含めて，

農家経済調奄の現行の, . 法, 公表方法の下では，p の直接計算が許されないのである。その_

は大略以下の如くである。 ■； . .
' 、 . , . '  •丨. 1 . へ ： ，: . . . . . ' . . . : . 、 ' . . . . - . . . . .

「農豕経済轉迹j _の集け結果雜告では，; :「物財統計j に示されてv、る.ー戶平均の品‘目別輔格とその 

物量は，、両者を掛け合わせて孝部加え合わせても, 同 じ 「農家経済調逢」の 「伽値統計J に示され 

る品0 別生産量や費! }別消費量の合訐よりは少ないりである。それは， 「物財雜計」 には耸ての晶 

01が細大もらさずあげられてはいないからである。これは_ 際に統針資料を作る時には也むを得な ,

い処置であって, おそ令くこれ以±何もかも律街機にもると い うことは望めないことであろう。 |f(j 
じことは「農家経済調窥」の第5 集•「農家生計毀_ 丨‘」 費0 別消費財侧格とそのゥェイトに つ い i 

ても茇える。「伽値統計」に示されている，表 4 2 の費目分類嗔因の消費支出は収变均等条件を‘満 

ち..しているのに，「生計费軾計」で51柳かい赞因の_ 丨•の脱顚の為に金体とb X <D 収变均等条件を

—  129 ( W ) —  '
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滿たしていないのである。

そこで，私達にできることは, . ニ段階集計理論の論理に従って，先ず， 表 〔4. 1 〕， 表 〔4.2〕 に 

刀-くしてある, 品目分類，費 目 分類に対応する第1 段階の集計価格を計算して，それを用 いて第 2 段 

階で生產ないしは購入消費の総額に見合う物侧指数を算出することである。こうすれば，第 1 段階 

では，...小さな品目について入手闲難な偭格デ一タ— やウェイトデ一、一があっても，._それらをg 象 

するこどを了承する限り，全体の指数算出までの作燊を続けることができる。同時に， このような 

手続きは副産物として，品固別農産物価格指数や費0 別消費物伽指数を与えるから，モデルが将来

農産物品目選択問題や，費目別消費の一般均衡問題を扱かおうとする時にもすぐに役に立っゎけで 

ある。 .

〔表 4.1〕 農家瘙済調直伽•値統則.における.農鹿物品自分類

1 水 稲 10 工 芸 作 物
2 瞍 稲 11 その他作物
3 わら，わら加工品 12 ま ゆ
4 ，變 類 13 U h 鷄 卵 •
5 豆 類 . ‘14 牛乳，乳製品，牛
6 雑 殻 15 豚
7 い も 類 16 .その他動物.
8 野 菜 類 17 その他農業粗収益
9 ’银 樹 類 ' . . . . /

〔表 4.2〕，農家経済調进肺値統計における購入消费费目分類

1 殼 '類 : 7 光熱，水逍
2 ' 野 菜 8 住窀修 繕
3 魚介，肉，卵,牛乳 9 家財.家具费
4 調 味 料 10 保他；.教宵 .文化
5 た ぱ こ 11 雑 m

6 被 服 12 臨 時 廣

もし公表されている家経済調査報告」だけに頼るとすれば，どうしてもこのようなニ段階め 

集計手続きをとらなければならないもう一つの大きな制度的理由がある。 収支均等条件を満たし 

ている「価値統計」の沿0 分類別農業生産金額や費因分類別消費支出金額は県別集訊農業地域別 

農家階層遍計の両方が公表されている。これに対して/ 個別品佰別農產物偭格は,一見した所や 

はり同じように県別集計値と農業地域別農家階層別集計値の両方が公表されているのだが， よくし 

らベてみると，両者•のカバレツデは遠ってしまっている。たとえば，農業地域別農家階層別統計で 

は陸稲俪格の調査結梁が示されているのに，同じ報告書の県別統計では陸稲偭格は報告されていな 

いといった具合である。従って, 〔表 4 .1〕の第 2 項 舀 「陸稲」に対応する伽格は県別モデルの推 

訃に際しては得られ‘ないことになってしまう。

「生計费統訏j ではもっと具合の恶いことも個別消費価格は煨別には示してなく， 農業地域別
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についてのみわかるi うになっている。従って，農業地域別 1 2 費目別の消麵価格を第 i 段階の 

集計手続きで推計しておいて，もし必要があれば，同— » 地域内の各県では_別価格は共通で 

あるという伖定の下で，これを第2 段階の集計に用いるより他に方法はないの で ある。

そこで，これから測定する二つの品目別物価指数はそれぞれ次のようなものになる。

( 1 ) 農産物価格指数

「物財統s h の県別個別価格とその生產量に関する統計がら県別品目分類別農產物纖栌 

数を算出。 '

( 2 ) 消費物価指数

「生計費統計」の農業地域別個別消費財価格とその消费量かち農業地域別消麵物伽指数 

を算出する。

なお，実際問題としては，「物 臓 評 」と 「生 計 麵 計 」だけに頼っていたのでは必らずしも充 

. 分でない。たとえば上にも述べたように陸稲の県別価格は「物財統計』からは得られない。とのよ 

うな不足の統計蜱主として「農林省統計表」と 「農村物価賃金統計」から適当な方法で補なうよ.り 

仕方なかった。この事情は，詳しくは拙稿〔4 〕から読みとられたい。 .

以上の細に従 9 て第 1 麵 の 醫 織 す な わ ち 品 目 細 鋪 雛 纖 續 目 删 難 織 数 を  

測定したら，次にはこれを用いて箄2 段階の総農産物価格堉数と総購入消費物価指数の測定をする 

ことができる。この時に用いる価値ウェイトは，前にも述べたようにデータ— とそれに対応するモ 

ァルに応じ•て決まる箐である。私のモデル測定作業は通常は農家経済調蒼の「伽値鈇計」をベース 

にしているから，「価値統計」の価額ウェイトを用いて測足した結果を次節に示す。それは, ( 1 )  

農家経済調査で観察されている農家の主体行動を， ( 2 )  m  2 節のモぞルの理論図式化であらわす 

時に， ( 3 ) 生産函数と効用函数を-般的ダグラス函数で特定化した場合には  > 真の物細指数でも 

ることはこれまでの説明で明らかであろう。

かくして，県別品目別農産物価格指数および農業地域別費目別消費財物伽指数の算出は次の方法 

によることとする。

( 5 . 1 ) p r = n p rfê

- . -  •

P r は第r 品目の価格指数（第1 段 瞧 _ 丨‘格)，P rAは第品目に属する第 rA:偏別財の価格， は

W じ第 rk 別財の生產（消費）量である。 P * Qの相対比で定義したウェイト、私ンは第rん個別財 

の偭械ウェイトということになる。 .

とこ•ろで’ これで直ちに物伽指数測定の作業にかかれるかというと-実はもう 一*つ犬きな關題が 

残っている4 それは測定舉位の問題である。 実際には米のようにpルは生産物1 キログラム当り
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農村物価指数の測定

の価格，Qwは （キログラム/ 戸）の次元で測ってあるものもあれば，牛や馬のようにP m を （円/ 頭） 

の次元でまたQ r*を (頭/ 戸）の次元で測？てあるものもある。これらをそのまま（5 . 1 ) 式にあて 

はめてしまったら，測定される価格P ••は次元がはっきりしないものになってしまうであろう。そ 

こでこの問題を回避するために農産物伽格については，鶏卵 1 ヶ 5 0 グラム, 成鶏 1 羽 2 キロダラ 

ム, 成廃牛 1 頭 3 8 0 キログラムといった換算をほどこして測定単位をキロダラムに統一した。詳細 

は 拙 稿 〔4 〕に詳しいのでここでは省略する。

農産物価格については，全ての品目の測定単位をキロダラムに統一+ ることが幸いにして可能で 

あった。ところが，消鉍財物価指数については，個別品目の数は非常に多く，それらが多種多様な 

単位で測ってあって，简単に全品目を® 量め単位に変換することが難かしい。たとえばしょうゆ1 

リットルは何グラムか，■トウフ1 丁は何グラムか，/ンャッ1 着は何グラムかとい.,うよう亿問うて行， 

ぐと，全て実際に重さを調査しなければならない。そればかりで'なく，電気料金やガス料金のよう 

に， どうしても重さの単位で表現しようとすれば, 石炭または石油1 キログラムに相当するカロリ’ 

一量の電気やガスの量を推計する所から始めなければならないものももる。さらに，理容代，教育 

費，娘楽費，医療费に至っては，重さの舉位に換算することは殆んど不可能になって来る。

この测定单位め統一または変換が不可能であるという困難は，集計問題の理論家が想像しなかっ 

たことである。また，，古典的な指数論の理論家もこのことによく気付いていなかったようにみえる。 

けれども’，これは，新古典派的な原理につらぬかれた理論因式で実証分析を押し進めようとすると， 

どうしても通り抜けなければならない関門である。

この困難は，モデルをタイム• シリ一ズで計測して行こうという時には，基準時点の価格で迤準 

化 （norm alke)するという指数理論の慣行に従うことによって回避できる。

全ての個別格を基準時点の個別価格で基準化した価格で表現すれば,次式のように不変価格表 

示の物価指数を与えるであろう。

(5. 2) /  P ノ \ _
\ 'p 7 ' y ~ fe= A p ^ ' /

このようにして算出される指数が持つ意味は比較的明瞭である。しかも，この手続きによって各 

個別品目の測定単位は，全セ分子，分母で相殺して, 測定舉位は自動的に統一され，しかも不変価 

格表示の指数としての意味を持つ。

今四の試算でゆ，同じ論迦をクロス•セクションの測定に援用して •

(5. 3) / P ノ(务)韻
P,

P r° ノ PrJfe0 ノ

を州いて消費財物伽指数を測定した。 P  ノは第 i 地域の第デ費ほ物妯，I V は余国乎均の第‘ナ背 

1:1物咖である。それ故 - p V は全国平均で匙準化した第デ費!^の物倾指数としての意味を持つこと 

になる。もしグロス•セクツa ンH十測の異時点間比較問題にこの嵇のモデルを使うf e合で.あれば，
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農家経済調査「価値統計j では，■〔表 4 . 1〕に示したように1 7項目の農產物品目分類を行な。て 

いる。第 r 品目の中の第ん番g の農産物の価格をP出その価値ウェイトを也 * , 第 r 品目め(第 

1 段階）集計価格をR • とすると, P r は次の式で測られる。 、

p r= n p rk

2…ル” r - 1 , 2, “, 1 7

PrJfc Q rXWrkz
2P r.Q r& ；

個々の:P r* の品目名を全部あげるこどん. この論文では紙® の制約から無理なので, ：拙 稿 〔4 〕 

を参照されたい。1 7 品目の第1 段階集計農産物飾格指数，すなわち品目別農産物価格指数を都道• 

府県別に測定レた結果は〔表 5 .1〕に示してある。単位は，前の飴で論t た方針で全てキログラム 

当りの金額（円) に統一してある。 ■ .

「雑穀」，ど 「その他作物」の:2 項目は，価格指数計算の塞礎資料が得られない。 合回の測定作衆’ 

では，「雑穀j の価格を「豆類ノの価格と等しいとみなし，「その他作物」の価格を「工芸作物」の 

価格に等しいとみなすこととした。

〔表 5. 1〕の品目別都道府県別農産物価格は，第3節に示したニ段階集計問題の論理の粋を逸聪 

しない限り, そしてこのU 瑱目の品目分類を使用し続ける限り，猶々の目的に便うことができる. 

こ•こではとれを昭和4 0 年農家経済調査「価値統計」，の都道府県別品目別擧産物価額をウモイトと 

して，第 2 段階の集計手続き

1?
p =  r i p /

7 - 1 ，2，、 _ , 17 P r  Q r
Wt~l\rPrQr .

によって，農産物物伽指数を都道府滕別に測定した。その結果は〔表 5 .2〕に示しk：あるp .この丰 

続きをふむ〖こ際して, 実際に^ , 「わらぬよびわら加工品J を 「農寒雑収入」★編入ずるなどち操 

作が必要であった。これらの詳細も拙稿〔4 〕にゆずりたい。 • • へ

■ * ' / .

. ， . . . . . . . へ ： . ニ

i 村物础指数の測定 ’ : .

基-準時点の莶準地域価格で菡準化するという丰続きが必蕻になるであろうへ今の所，测宠単位の不 

• 統一‘問題を，' クロス. セクレa ン計測の際に回避する方策は他に見当らないように思う。 レ

夂匕 一y ひみぬ？ - いぐパ、咕 、 てし#ぶ赋纖馮奴ニ货软识衍疋 教を瓦 な五ダ 奴切茨 ; ^ ^ ^泣
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農村物価桁数の測婼

〔表 5 -1〕 品 目 別 都 道 府 県 別

水 稲 陸 稲
わら，わ 
らカ11エ品_ 表 m 豆 類 雑 穀 い も 類 野 菜 m

北 海 逍 96. 38 109. 62 3.70 35.77 172. 04 172. 04 14. 75 31 .06

靑 森 . 97. 67 100. 92 3. 40 36. 90 97. 80 97. 80 18. 85 23. 84

岩 手 9 1 .55 101.10 4 .10 29. 28 93.55 * 93. 55 2 1 .22 26.70

営 城 100. 67 106. 47 2,60 34. 56 91.01 9 1 .01 19. 49 24. 56

秋 rij 99.82 108. 05 3. 90 34. 34 104. 65 104. 65 25. 31 32. 65

山 形 99.95 111.42 2. 70 3 7 .14 94. 05 94.05 2 4 .17 35.28

福 島 101‘ 65 104. 85 3.80 . 3 0 . 19 9 9 .18 9 9 .18 20. 96 25. 85

茨 城 107. 67 108. 67 2. 60 30. 04 87. 94 87. 94 30.77 41 .72

栃 . 木 107.23 107.97 2. 80 35.69 132. 96 132. 96 25.92 30.33

m 馬 105.17 106. 80 4 . 10 42.30 97. 72 97. 72 22. 93 30.08

埼 玉 108. 57 109. 85 3. 20 36. 00 105.11 105 .11 2 5 .11 49. 27

千 葉 111.73 113.15 4. 30 32.91 156. 23 156. 23 29. 42. 46. 94

東
-*'- 103.75 110. 83 5. 00 37. 61 162. 86 162.86 32.00 37, 72

祌 奈 jii 110.15 120. 07 5. 60 42. 81 165.53 165. 53 33.25 39. 52

新 潟 99.57 106. 07 2. 60 39. 00 111.01 111.01 29. 46 31-56

富 UJ 96. 80 110.83 1 .90 38. 71 99. 03 ' 99.03 29. 45 36. 67

石 川 100.90 111.15 2 .10 38.39 84. 76 84.76 3 1 .57 -32. 82
福 井 101.87 106.67 2. 80 39. 34 94.67 94. 67 26. 09 35.38
山 梨 108. 48 116.40 3. 90 43； 06 8 5 .16 85.16, 26. 44 40. 01
長 野 ‘ 101.93 105. 87 3. 40 38. 51 8 6 .11 8 6 .11 20. 49 28. 20
岐 阜 107. 60 109. 43 3. 80 46. 08 88.48 88. 48 30.43 34. 57
m 岡 111,58 110. 32 4.70 34. 74 94. 65 94. 65 39. 42 39. 66

愛 知 109. 72 110. 02 • 4. 30 43. 34 93. 48 93.48 ' 2 5 . 6 6 31.37■— tft 105. 92 106. 38 3. 20 3 1 .86 117.71 117. 71 27. 22 30. 41
滋 賀 107. 43 109.10 2.70 37.40 105. 98 105. 98 33.22 3 9 .14
京 都 105.05 110. 77 2. 50 40.82 115. 77 115. 77 28. 28 38.44.
大 阪 112. 65 114. 52 3.20 41 .92 72. 35 72.35 33. 93 41.75
丘 庫 106. 80 108. 02 3 . 10 40.74 100. 55 100. 55 27. 62 29 .15

奈 皮 109.62 110.13 3. 40 46.04 114.19 114 .19 30. 52 43. 61

和 歌 山 109.95 112. 73 3. 00 4 5 .12 101.67 101.67 28. 76 33.42
鳥 取 95.70 105. 42 4. 60 43.15 87. 90 87. 90 36. 73 31 .60
島 根 96. 55 101.58 2. 90 42. 09 106. 39 106. 39 2 9 .18 2 6 .12
岡 山 100. 85 105. 60 4. 00 . 3 5 . 8 3 97. 94 97. 94 27. 81 35. 58

広 島 97. 32 100. 77 3. 80 39. 75 100. 39 100. 39 29. 61 33. 82

山 0 100. 42 101.68 3. 40 42. 47 .1 0 6 .2 2 106. 22 27. 00 30. 76
徳 島 105. 20 106. 37 3. 60 41 .05 . 8 5 .  55 85. 55 2 9 .10 45. 75
番 川 103. 68 104.72 5. 40 35. 21 74. 29 74.29 2 9 .11 39. 75
愛 嫒 103. 22 106. 30 5. 20 44. 69 87. 69 87.69 32. 24 34. 83
高 知 102. 02 106. 63 4. 70 43.08 102‘ 18 102 .18 21 .76 50.70
福 岡 102. 47 105. 80 3. 30 44. 24 105. 47 105. 47 20.90 26. 69

佐 奴 99. 48 105. 75 3 . 10 45.52 97.49 97. 49 17, 97 22. 28
長 崎 99 .78 109. 40 4. 00 46. 40 77.58 77. 58 18. 95 24.82
熊 本 101.35 '1 0 2 . 80 4.80 39.82 148. 99 148. 99 23.36 ' 28. 04
大 分 96.87 107. 83 3. 70 35. 53 91 .93 9 1 .93 2 1 .49 3 1 .60
宵 崎 100. 43 110. 37 6.10 ■ 39 .81 101.06 101,06 3 2 .11 33. 91
鹿 児 岛 101‘ 25 108.73 3. 30 41,27 89, 97 89, 97 18. 28 25. 38
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農村物肺指数の測定

農席- 物 価 (塔 位 Pl/lcg)

果 樹 m エ装作物 そ/の他作物 ま ゆ 鶴 •鶏卵
牛 *中乳 
乳 製 mi 豚 . ..そ の他 

動 物
そ の 他  
農業収益

40. 06 348. 60 348. 60 659. 00 208.68 42.13 224.60 179‘ 35 46.04
34. 74 305. 84 305. 84 637. 48 208.93 66. 92 220. 90 150.59 46. 85
3h 21 394. 03 394. 03 635. 67 200. 61 ' 9 6 . 4 6 204:90 157.7b 39. 52
49. 60 352.75 352. 75 637.16 179. 47 115. 60 212. 60 252, 28 32,13

36. 42 348. 51 348. 51 629.50 206. 75 230. 25 207.50 189.14 30. 68
5L 05 361.77 361.77 617. 25 191.82 169. 35 199. 30 168.10 28.15
37. 91 448.34 448. 34 652. 74 195. 52 106. 46 212. 70 130. 39 28.78
4 1 .15 373. 99 373. 99 662. 53 193.14 91.28 219. 90 130. 21 32. 04
48. 47 402.15 402.15 659.14 193. 33 103. 84 ' 220. 70 148.11 23. 83
4&. 86 307. 39 307. 39 695. 56 194. 27 90. 43 221.40 168.10 . 24. 95

42. 53 181.11 181.11 695. 69 199. 63 47, 95 237. 90 168.10 25. 91
43. 45 326. 37 326. 37 671.78 200.34 57.70 222. 40 168.10 24. 00
42. 47 201.81 201.81 669. 66 207. 05 44. 29 232. 40 16 8 .10 4 1 .58
5 7 .10 337.11 337.11 672. 60 200. 38 52. 36 235. 40 168.10 55. 84
53.74 367. 49 367,49 640. 90 206. 21 147. 73 216.70 . 168.10 37. 42
41.41 401.55 401.55 590. 23 196.10 .. 85.85 224. 20 168.10 53. 66

5 3 .18 428. 99 428. 99 646. 01 201.87 101.71 210. 50 168.10 45. 00
63.48 352. 00 352. 00 615. 24 201.00 78. 66 228. 60 168.10 58. 32
70.78 321.39 321.39 687.87 192. 71 76. 66 224. 30 168,10 26.41
37. 00 341.52 341.52 677.33 _ 195:11 80.74 221 .60 97. 66 28.41
46. 29 258 .17 258.17 655. 55 182. 73 152, 85 246. 00 168.10 24.00
60. 05 : 231,23 231.23 662.30 189.83 93. 88 233. 90 168.10 50.12

53. 81 309.03 309.03 731.31 184.73 94. 26 231.90 168.10 28.16
59. 02 •1 9 6 . 5 6 196. 56 683. 40 191‘ 40 171.05 220. 70 168.10 49.11
54. 47 267. 09 267. 09 683. 73 200. 97 • 1 6 3 . 5 0 241.80 163.10 27,95
54. 61 225.13 225 .13 660. 94 198. 48 140. 38 236. 40 168.10 30.67

, 64. 82 317. 81 317.81 664. 54 204. 56 54. 86 : 226.20 168.10 29. 20
60. 09 373. 28 373. 28 662. 29 162. 65 128.49 221.80 168.10 35. 66

60.81 207.95 207. 95 622. 38 196. 41 130. 69 199. 70 168.10 26. 28
6 1 .09 283.12 283 .12 663. 52 191.27 146.88 212. 50 168.10 63.07
34. 58 467. 34 467. 34 621.04 186. 59 173. 65 224. 20 . 1 6 8 . 10 31 .74
57. 61 365. 32 365. 32 672. 91 188. 70 248. 31 206. 20 168.10 29. 91
69. 50 444 .17 444 .17 673. 47 188.11 160.12 217, 80 168.10 25. 42
57. 85 407. 57 . 4 0 7 . 57 651.94 188. 35 193. 62 209. 30 168.10 . 3 7 . 4 2

62. 78 337, 71 337. 71 672.24 192. 78 232. 88 232. 40 168.10 4 9 .10
62, 81 398. 79 398. 79 . 6 8 5 . 2 6 ， 186.98 104.13 205. 40 168.10 45. 71
68. 65 489. 75 489. 75 706,75 188. 84 155. 20 221.50 168.10 51,19
60. 30 400. 01 400. 01 679. 33 189. 75 206.11 214. 40 168.10 46. 23
62. 59 410.47 410.47 703. 26 187‘ 19 193. 63 209. 80 168,10 40. 71
63. 69 312. 38 312.38 690 .18 191.52 153. 80 217,20 155.18 9 6 .19

62.62 315. 95 315. 95 676. 60 179. 90 135.64 193. 70 168.10 5 0 .17
6 1 .22 373. 67 373. 67* 746. 56 191.07 223.83 203.20 168.10 61.06 •
5 9 .18 396. 30 396. 30 700.51 192. 23. 187‘ 75 208. 30 211.62 3 1 .96
67. 45 386. 80 386. 80 553. 09 183. 63 242.39 216. 00 162. 76 67.90
62. 44 357. 92 357.92 651.23 186. 50 222. 95 201.70 . 220.36 30.51
63. 36 347. 72 347. 72 647.26 183. 49 279. 25 221.40 168.10 45.47
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農村物肺指数の測矩 

〔表 5. 2〕 都道府県別農産物物価指数（# 位 円 /kg)

北 海 m 80.65 石 川 105.18 山 123. 85

W' 森 81.89 福 弁 103. 07 n< kb. 111.55

乎 100. 72 山 梨 136. 95 山 105. 46

城 101.59 長 野 110.19 徳 岛 114. 07

秋 pi 100.15 岐 阜 128. 52 香 川 123. 06

山 形 107, 28 m 岡 113. 89 愛 m 109. 84

福 岛 •113. 87 愛 知 103. 65 高 知 118.70

茯 城 109. 73 ■■ B1： 120. 58 福 岡 100. 03

栃 木 103. 36 .滋 M  . 110. 09 佐 钧 95. 72

UT 思 , 161.64 京 都 103.55 : 崎 105.47

埼 玉 116.54 .大 嵌 75.71 熊 木 132. 99
千 葉 99. 99 Iv. 庫 108. 44 大 分 116; 07

京 84.50 奈 JU 95. 50 宮 , 崎 . 1 0 8 . 5 7

神 奈 川 ■. 83.55 和 歌 山 86. 78 ： 鹿 児 岛 106.09

新 潟 • 1 0 8 . 14 .鳥 取 116. 44 ,
n 山 105. 07 島 根 112. 36

 ̂ 6 . 農家購入消費財物価指数の測定 .結 果 、

前節の農座物物伽i指数と同様に, 第 1 段階では〔表 4. 2〕に示した1 2 費目につい't ：費目.別!科 

消贤則仙i格を測定ずる。農産物価格の時とちがって，農家経済調査. 「生計費統計」では I2 費问別 

購入消赀財価格は農業地域別にしか観察できない。品R別農業地域別の農家購入消費財物価の測定 

結來は〔表 6. 1〕に示す通りである。 . •

このんH I別農龙地域別の農家勝入消費財物価指数は，第 4 節に述べたように測定增位問題の困難 

を阅避する0 的で恶準化 (nbrmalizatipn)を行なっている。諶準はとこでは，それぞれの個別品丨3 価 

格の全国平均を用いている。従って〔表 6 .1 〕の泖定取位は無名数であるン

1■住纪修锘赀j , 「雑费j , ィ臨時費」の 3 つの項丨!1については，細 mの統計資料を欠いている。 ： 

こ の 〔表 6 .1〕の品口別農業地域別消费物細指数は，第 3 節に示したニ段階集計問題の論现の範

〔表 6. 1〕致丨丨丨別農業地域別農家消费财物価指数（全国平均迸哦)

穀 類 野 菜 魚介•肉* 
卵 *牛乳

調味料 たばこ 被 W 光 熱  
水 道

住 密  
修 繕

家 財  
逍 與

保他‘教 
宵.女化

雑 我' 臨時费

北 m 沿 .9929 1. 1219 .9044 1 .0000 ‘ 9993 1 .0496 .6913 1.0000 1 .4688 ‘ 9922 1.0000 1,0000
III 北 ,9411 .8821 .9454 . 8563 1 .0055 . 9745 .8908 1 .0000 ‘ 9354 . 8919 1.0000 1.0000
北 L 0309 -9509 1 .0666 1 .0568 ；9355 .9914 1 .0045 1,0000 1 .0450 1 .0321 1.0000 1 .0000

m m i w \ .9929 .9508 .9970 1 .0151 .9889 . 9540 1‘ 0031 1 .0000 . 9655 L 0075 1 .0000 1,0000

海 1 .0369 1,0463 1.0586 1 .0058 1,0138 . 9350 . 9688 1.50000 h  2243 1,0390 1.0000 1 .0000
近 幾 1 .0412 1 .1561 1 .0671 1,0651 1 .0124 1 .1042 1,0294 1.:0000 ‘ 9163 1,1131 1.0000 1 .0000

m .9913 1 .0086 ,9817 1,0190 1 .0109 • 9985 . 9654 1,0000 ,9503 ,9868 1.0000 1 .0000
四 国 .9819 .9441 .9469 1 .0123 1 .0155 1 .0666 .9618 1,0000 .8623 .9557 1 .0000 1.0000
九 州 • 9770 .8565 .9097 . 9568 1 .0057 .9577 . 9899 1 .0000 ,8411 V94S4 1 .0000 1 .0000

1.0265 
0. 9309 
0 .9356 ,
0.9344 
0. 9333 
0. 9353 
0. 9371 
0. 9921 
0. 9914 
0. 9914 
0. 9921 
0. 9922 
0. 9919 
0 .9912 .
1 .0194 
1 .0190

7. 結 語

要約すると，私はこの稿で，発展理論の図式の中の蜇:奴な部品である農家主体行動のモデルの中 

に最も伝統的な方法で物価変数を位膣づけようとした。そして物伽変数の筇式は， そのモデルに対 

応している統計デ一ターと，モデルの中に組み込んである生座:函数や効用函数の形状に応じて決ま 

るものであることを示した。 また，物伽指数箅式を決矩する際に集計逝論 （aggregation theory) が 

どのような役割を果たすかを興体的に :例东した。' こうして物価指数を導き出した以上，測定した物 

価指数は，その導出め越礎となっているモデルの運転を通じて最終的なチヱツクを受けるというこ

 ........137 (903) " ^

0.9913 
0. 9899 
0. 9902 
0. 9787 _ 
0. 9768 
0.9778 
0. 9725 
0. 9446 
0. 9486 
0. 9487 
0. 9472 
0. 9451 
0. 9441 
0, 9500

1 .0193 
1 .0188 
0. 9916 
0. 9921 
1 .0309 
1.0264 
1 .0303 
1 .0293 
1 .0425 
1 .0468 
1 .0473 
1 .0459 
1 .0480 
1 .0449 
0. 9918 
0. 9909

甚 说 、 淑 、分 ヘ ル 々 パ 叫

農村物伽指数の測宠

園内で使う限り，またこの費目分類に:従う限り種々の目的に使用できる。ここでは昭和4 0年農 

家経済調查「価値統計j の都道府県別費目別現金变出額をゥニイトとして第2 段階の集計手続きへ 

進む。 '

. この時, 1 2 費目のうち，〔表 6. 1〕で鉴準化した価格指数が全て1 . 0 となっている項目は,•前述 

のように今後の追加作業をまたなければならないものであるし，同時に幸いにしてそめゥェイトは 

極めて小さいので, ゥェイトを全てゼロとして扱かうこととする。

全国 4 6 都道府県は必らず〔表 6. 1〕め 9 つの農業地域のうちのどれかに属しているわけである. 

から，当該県の費目別消費物価はその厲する農業地域の費目別消費物価に等しいと仮定すれば第2 

段喈の集計手続きをふむことができる。これに農家経済調査「伽値統計」め都道府県別1 2 費目別

現金支出額をゥ主イトとして用いて〔表 6.2〕のような都遣府県別農家購入消費物価指数を試算し 

チこ。 、 ' .

• 〔表6.2〕费丨3別農象購入消拽財物脑指銨（全国平均基料
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農村物価指数の測定

とになる。これは，モデルとは無関係の所で作られた,いわば借り物の物価指数統計を用い て モデ 

ルをチヱックするという，しばしば行なわれている危险な試みにくらべれば，大きな前進であろう 

と思う。それでも，まだ，実際にデ一ターを使う段になると，沢山の困難が残っている。測定単位 

の統一や変換の問題や，統計資料の不足め問題等がそれである。こうした問題は，今回の試算に関 

する限り，どちらかというと，購入消費物価指数の測定に関して強くあらわれた。此の後，この種 

の欠脇を補修して行くことが課題になるのであろうと思う。、 •
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企業の貨幣需要行動

井 原 哲 夫

1. は じ め に

貨幣需要行動は，特に M arsh al以来経済学の中で蜇要視されるようになった。M arsh al以前の 

素朴な貨:幣数量説においては流通速度一定という暗黙の仮定があって,貨幣需奕行動はそれほど問 

題にならなかった。重要視されるようになったのはM arsh all〔7〕が，彼の方程式であるM = k Y  

の k が， 公衆の現金残高に対する欲求の変化によっ文変化し， 現金供給量が一定であっても， y  

を変化させるであろうと主張し,てがらである。しかし，彼はその変動要因については，断定的なこ 

とはいわなかった。ただ，彼は，資産総量をA とする時， んY + A / A の形が成立するというこ 

とはいっている。
. .  - ' / . 

その後，K ey n esは，流動性選好函数M = L ( Y ，r ) を定式化した。K eyn esはこの式を取引需要

の式 M f L ^ Y ) と投機的•予備的需要の式M2= L 2( r ) の二つの式に分割して考えた。

その後の貨幣需要の理論的分析は， K ey n esの流動性選好動機の分類に従って，二つの方向に発

展している。その一つは投機的需要の分析であり，その中心課題は，貨幣とその他の金融資産の間
.■ ' ■ ■ ■ ■ ■ . •

の選択の問題で，ポートフォリオ• セレクションの理論として発展して来ている。もうーつが取引 

動機にもとづく貨幣需要の分析であり，以下にのべるような理論の発展と論争が続ぐのである。

K e y n e sにおいては，取引動機にもとづく貨幣需要は所得のみの函数であった。しかし， その後 

Hansen〔3〕は取引動機の貨幣需要でさえも，利子率がある水準以上にある時には利子弾力的である 

と述べた。この仮説を証明しようとする理論が次に出て来るのである。その代表的なものがBaumol 

〔1〕理論とTobin〔8〕理論である。Baum olは在庫理論をもととして現金化の費用と現金保有の機 

会費用の合計を最小とするという方法で，

26TC： ( 1 )

という现金需袈函数を導ぐのである。ここでc は現金保有額，6 は現金化の費用，《は利子率， T  

は取*J W を示しセいる。一 方 T o b inは利子収入から現金化の費用を差引いた値を最大にするとい

-̂ 1 3 9 (^ 5 )
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